




Young（1998 a, 1998 b）が Internet addiction を提唱して以降，Internet
addiction 研究は増加の一途をたどり，行為嗜癖（behavioral addiction）の
代表的な例として広く知られるようになった。そして，アメリカ精神医学会
（American Psychiatric Association : APA）による『精神疾患の分類と診断
の手引き（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders）』の第 5
版（以下，DSM-5と記す）に向けた改定案の中で，Internet addiction を“Sub-







初期の Internet addiction 研究では，インターネットへの耽溺の危険性を
訴えるものが多かった。例えば Kraut et al.（1998）は，インターネットの利
用により，家族とのコミュニケーションや社会的活動が減少し，抑うつ傾向や
孤独感が増加することを示した。しかし，近年では，より具体的な診断法の提
唱や精神病理学的議論（Block, 2008 ; O’Brien, 2010 ; Pies, 2009 ; Tao et
１５１
al., 2010）が増えてきている。Internet addiction 研究の量的な多さにより，
一個人が文献を閲覧して，概観を記述する範疇をこえているとも言えよう。さ































るようになったタイトル分析（Fu et al., 2010 ; Ho et al., 2010 ; Li et al.,






て，Internet addiction という用語は，医学のデータベースである PubMed
にはキーワード（MeSH term）として採用されておらず，心理学のデータベ










データベースである PsycINFO である。もう 1つは米国国立医学図書館（US















net misus*”9件，“Internet abus*”27件，“web addict*”0件，“Pathological
Internet us*”25件，“Internet overus*”5件，“excessive Internet us*”37


















































計 250 155 128 42





１５４ Internet Addiction に関する研究の展開：計量書誌学的手法を用いて
に“Pathological Internet use in young Internet addicts”という題の論文が
あるならば，“pathological Internet us”と“Internet addict”の 2つの検索
語それぞれで収集されることになる）。これら論文の重複分はデータセットか
ら削除した。また，PsycINFO と PubMed 両方のデータベースに収録されて
いる論文も重複分を除外した。その結果，英語論文では 286件の論文が収集
された。その内訳は，PsycINFO のみ 131件，PubMed のみ 46件，PsycINFO
と PubMed 共通 109件であった。一方，非英語論文では 162件の論文が収集
された。その内訳は，PsycINFO のみ 122件，PubMed のみ 36件，PsycINFO









































計は 1076語で全ての語の 48.60％となる。これら頻出語を表 2に示した。一
方，英語以外で書かれた論文におけるタイトル中に用いられる語として総計
318種類，延べ合計 1139語が得られた。上位 30種類を頻出語としたところ，
これらの延べ合計は 694語で全ての語の 60.93％となる。これら頻出語を表 3
に示した。なお，表 2および表 3において，英語論文，非英語論文に共通す
る頻出語については下線を引いて示した。なお，“us”が英語論文では第 3位
１５６ Internet Addiction に関する研究の展開：計量書誌学的手法を用いて
表 2 英語論文におけるタイトル中に用いられる語




















































































































































































































































































































































（計 95件；表 2）に，非英語論文では第 5位（計 33件；表 3）に挙げられて





次に use を伴う“problemat（計 57件；problematic Internet use）”，“excess
（計 13件；excessive Internet use）”，“compuls（計 12件；compulsive Inter-

















compulsive Internet use という用語を用いるであろうし，問題行動の一種と
捉えるのであれば problematic Internet use という用語を用いるのであろう。
なお，タイトル中の語と語の共起関係を検討した結果，各語の使用頻度を配慮
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すると特徴的に，“problemat”×“us”（problematic Internet use ; 55 件），




を示唆している。高橋ら（2011）は，dependence, addiction, misuse, abuse
といったある対象に対する耽溺を表現する用語がどのように専門家によって用
いられてきたか，タイトル分析を用いて検討している。その結果，abuse は







一方，非英語論文（表 3）においては，“addict（計 127件；Internet addic-
tion）”が最も多く用いられており，次に use を伴う“patholog（計 19件；





dict”と“us”の使用頻度に，PsycINFO と PubMed のデータベース間での
違いも認められなかった。なお，英語論文，非英語論文ともに“disord”とい
う語が用いられているが（英語論文 第 7位，表 2；非英語論文 第 4位，表











かった。一方，非英語論文では，“student（計 45 件）”，“adolesc（計 31
件）”，“colleg（計 21件）”，“school（計 20件）”，“middle（計 13件）”，“high
（計 8件）”が頻出しており，英語論文と同様に，若者や学生が調査・研究の
対象となっていることが認められた。タイトル中の語と語の共起関係において




英語論文（表 2）においても，“symptom（計 15 件）”，“depress（計 14
件）”，“psychiatr（計 12件）”，“compuls（計 12件）”という医療や精神保健
に関連する語が認められたが，非英語論文（表 3）では，“treat（計 8件）”，













（11 件），French（6 件），Spanish（6 件），Italian（2 件），Danish（1
件），Dutch（1 件），Greek（1 件），Japanese（1 件），Serbo-Croatia（1
件）であった。非英語論文のうち，使用言語は圧倒的に中国語が多く，ヨーロ
ッパ圏の論文はそれと比してあまり含まれていなかった。日本語はわずか 1





論文検索時点が 2012 年 2−3 月であるために，データベースへの収録は
2011年の文献でも書誌事項の入力が途中段階である可能性がある。よって，
2010年までの Internet addiction 研究の盛衰について，論文数の経年的な変














図 1 Internet addiction 関連論文の出版年
太線は英語で書かれた論文のうち，Internet addiction 関連論文の件数を示し，太点線
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Internet Addiction（英語論文・非英語論文の各件数の合計は 223 件であっ
た。以下，括弧内はこれらの合計値を示す），Internet（計 167件），Addiction
（計 111件），および Internet Usage（計 44件）が認められた。対象の年齢
層と関連するキーワードは，College Students（計 42件），Adolescent Atti-
tude（計 15件），Adolescent Development（計 14件），High School Students
（計 10件）であり，英語・非英語論文ともに青年期を対象とした研究が多か
った。これらの結果は，タイトル分析において抽出された年齢層と関連する語
の結果とほぼ一致している。ただし，High School Students の“high”は，
タイトル分析において非英語論文にのみ認められた。また，英語・非英語論文
に共通して付与された対象の特性と関連するキーワードは，Loneliness（計 15
件），Comorbidity（計 15 件），Mental Disorders（計 14 件），Diagnosis
（計 13件），Risk Factors（計 14件），Personality Traits（計 13件），Psycho-
social Factors（計 13件）であった。Comorbidity, Mental Disorders，およ
び Diagnosis というキーワードが頻出していたことは，タイトル分析におい
て英語・非英語論文に共通した頻出語として“diagnos”が認められたことと
一致している（表 2，表 3）。このことは DSM-5への Internet addiction の
編入に関する議論が活発化してきていることを反映していると考える。英語・
非英語論文に共通した研究分野に関するキーワードは，Epidemiology（計 19
件），Psychometrics（計 17 件）であった。それと関連して Test Validity




語としては“scale”が（英語 第 23位，表 2；非英語 第 13位，表 3），非
英語論文にのみ認められる語としては“valid”が認められるのみであった
（第 27位，表 3）。Epidemiology といったそれ以外の語は，タイトルを構成
する語として用いられづらいと考えられる。
英語論文（表 6）において特異的に付与されていた主要キーワードとして，
情報通信技術（Information and Communication Technology : ICT）に関連
する Human Computer Interaction, Communication, Technology が認めら
れた。また，英語論文にて特異的に検討されている対象の特性は，Compul-




Well Being であった。そして，Human Sex Differences を取り扱った論文や
Behavior Problems として Internet addiction を検討した論文が，英語論文
において特異的であった。
非英語論文（表 7）において，Middle School Students, Student Attitude
といった年齢層と関連するキーワードが特異的に付与されていた。タイトル分
析による結果と同様に，非英語論文では治療・介入に関連する Cognitive Be-
havior Therapy, Mental Health, Intervention, Psychopathology, Pathology,
Treatment, Psychotherapy が特異的に付与されていた。また，Interpersonal
Relationships, Social Support, Home Environment, Attachment Behavior





１６６ Internet Addiction に関する研究の展開：計量書誌学的手法を用いて























方法を用いたり，PsycINFO および PubMed の検索ワードを併合する形での
検討方法を模索する必要がある。たとえば，PubMed のキーワード（MeSH
term）として採用されている Behavior, Addictive と Internet を掛け合わせ
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究が必要であろう。また，Dong et al.（2011）など，fMRI を用いた研究がな
され始めているが，ヒトを対象とした行動実験・神経生理学的実験はキーワー
ドとして出現してきておらず，まだ主流でないことが示された。現在，Inter-
net addiction は他の addiction の問題と同質であると考えるには時期尚早と
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